
条
例
制
定

◆ 

七
飯
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◆ 

七
飯
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

総
務
財
政
常
任
委
員
会
よ
り
、
審
査
結
果

の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。　
　
︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
分
担
金

徴
収
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

経
済
産
業
常
任
委
員
会
よ
り
、
審
査
結
果

の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。　
　
︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

条
例
改
正

◆ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

法
の
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員
の
育
児

休
業
・
部
分
休
業
取
得
対
象
者
の
要
件
や
期

間
等
を
改
正　
︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆
七
飯
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
種

別
割
、
特
別
土
地
保
有
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
の
減
免
申
請
期
限
を
「
納

期
限
ま
で
」
に
改
正

︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
地
域
体
育
館
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

地
域
体
育
館
に
「
鶴
野
地
域
体
育
館
」
を

加
え
、
使
用
料
を
西
大
沼
体
育
館
と
同
額
と

す
る
。 

︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
及
び
七
飯
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

省
令
改
正
に
伴
い
、
安
全
計
画
の
策
定
、

自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
、

業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
の
規
定

を
新
設
す
る
。
そ
の
他
、
文
言
の
整
理
等

︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び

七
飯
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

法
の
改
正
に
伴
い
、
懲
戒
に
係
る
権
限
の

濫
用
禁
止
に
関
す
る
規
定
を
削
除

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
特
定
教
育
・
保
育
及
び
特
定
地
域

型
保
育
に
係
る
利
用
者
負
担
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

法
の
改
正
に
伴
い
、
条
文
の
削
除
等
に
よ

る
条
項
等
の
改
正︹令

和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

政
令
の
交
付
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
額
を
408
千
円
か
ら
488
千
円
に
改
正

︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
介
護
保
険
料
率
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
率
の
特
例
に
つ
い
て
、
令
和

４
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和
５
年
度
も
適
用

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
用
年
度
を

改
正
す
る
。 

︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
環
境
保
全
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

引
用
す
る
法
律
の
題
名
及
び
条
項
を
旧
法

か
ら
新
法
へ
改
め
る
。

　

 ︹
新
法
の
施
行
日
で
あ
る
令
和
５
年
５
月

２６
日
か
ら
施
行
︺

補
正
予
算

◆ 

令
和
４
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
第
11
号
︶

　

補
正
額
:
▲
１
億
１
千
５
百
111
千
円

　

主
な
補
正
内
容
は
、
決
算
見
込
み
に
よ
る

減
額
。
そ
の
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
基
金
へ
の
積
立
等

◆ 

令
和
４
年
度
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

　

補
正
額
:
▲
２
億
１
千
９
百
360
千
円

◆ 

令
和
４
年
度
七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

　

補
正
額
:
▲
47
千
円

◆ 

令
和
４
年
度
七
飯
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

　

補
正
額
:
▲
２
千
２
百
172
千
円

◆ 

令
和
４
年
度
七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
︵
第
４
号
︶

　

支
出
補
正
額
:
▲
１
億
１
千
６
百
617
千
円

◆ 

令
和
４
年
度
七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
︵
第
４
号
︶

　

支
出
補
正
額
:
▲
２
千
３
百
381
千
円

◆ 

令
和
５
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
第
１
号
︶　

補
正
額
:
５
千
152
千
円

そ

の

他

◆
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

３
路
線
（
総
延
長
１
千
836.1
ｍ
）

◆
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

４
路
線
（
総
延
長
２
千
229.3
ｍ
）

報　
　
　

告

◆ 

令
和
５
年
度
一
般
財
団
法
人
北
海
道
大
沼

国
際
交
流
協
会
事
業
計
画
及
び
予
算
の
提

出
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
予
算

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

企
業
会
計
予
算
は
、
令
和
５
年
度
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
審
査
結
果

が
定
例
会
最
終
日
に
報
告
さ
れ
た
。
一
般
会

計
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
各
特
別
会
計
及

び
企
業
会
計
は
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

発
議
案
（
条
例
制
定
・
改
正
）

◆ 

七
飯
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

法
改
正
に
伴
い
、
議
会
独
自
に
個
人
情
報

保
護
制
度
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

制
定 

︹
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

議
員
定
数
の
削
減
に
あ
わ
せ
、
３
常
任
委

員
会
を
２
常
任
委
員
会
と
し
、
各
委
員
会
の

委
員
定
数
を
変
更
す
る
た
め
の
改
正

　

 ︹
公
布
の
日
以
後
初
め
て
そ
の
期
日
を
告

示
さ
れ
る
一
般
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

議
員
の
任
期
が
開
始
す
る
日
か
ら
施
行
︺

発
議
案（
意
見
書
）

◆
次
の
２
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
可
決

◎ 

認
知
症
の
人
も
家
族
も
安
心
な
社
会
の
構

築
を
求
め
る
意
見
書

◎ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺
症

の
方
々
の
日
常
を
守
る
取
り
組
み
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書

（
１
月
31
日
） 

臨
時
会

令
和
５
年 

第
１
回

◆ 

令
和
４
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
第
10
号
︶
補
正
額
:
５
千
５
百
956
千
円

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
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発行・七飯町議会
編集・七飯町議会広報広聴特別委員会

令和５年第１回定例会は、３月２日に招集
され、会期を２０日までの１９日間として開
催されました。令和５年度一般会計、各特別
会計、企業会計予算をはじめ、令和４年度各
会計補正予算など議案２７件、報告１件を審
議し、原案どおり可決されました。

一般質問では６人の議員が質問に立ち、町
政に対する理事者の考えを質しました。
また、議員提出議案として、条例の制定１
件、一部改正１件、国、関係機関へ要請する
意見書２件を審議し、原案のとおり可決され
ました。

令和５年度一般会計、各特別会計、企業会計予算を可決
― 令和５年度予算審査特別委員会で審議 ―

令和５年
第１回定例会

第１回定例会
審議結果

が 

か
わ
り
ま
し
た

議
会
の
構
成

４
月
23
日
に
行
わ
れ
た
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
で
あ
る
第
２
回
臨
時
会
が

５
月
12
日
に
招
集
さ
れ
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

▽
議　

長

　
　
　
　
　

木　

下　
　
　

敏

▽
副
議
長

　
　
　
　
　

川　

村　

主　

税

委
員
会
の
構
成

委
員
会
の
構
成

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

中　

川　

友　

規

副
委
員
長　

上　

野　

武　

彦

委　
　

員　

澤　

出　

明　

宏

　
　
　
　
　

佐
々
木　

陵　

二

　
　
　
　
　

稲　

垣　

明　

美

　
　
　
　
　

川　

村　

主　

税

総
務
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

稲　

垣　

明　

美

副
委
員
長　

川　

上　

弘　

一

委　
　

員　

澤　

出　

明　

宏

　
　
　
　
　

神　

﨑　

和　

枝

　
　
　
　
　

中　

川　

友　

規

　
　
　
　
　

平　

松　

俊　

一

　
　
　
　
　

木　

下　
　
　

敏

民
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

池　

田　

誠　

悦

副
委
員
長　

田　

村　

敏　

郎

委　
　

員　

江　

口　

勝　

幸

　
　
　
　
　

青　

山　

金　

助

　
　
　
　
　

佐
々
木　

陵　

二

　
　
　
　
　

上　

野　

武　

彦

　
　
　
　
　

川　

村　

主　

税

◇
七
飯
町
が
構
成
団
体
の
一
員

と
な
っ
て
い
る
一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
及
び
広
域
連
合
議
会

議
員
の
届
出
が
行
わ
れ
た
。

南
渡
島
衛
生
施
設

組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

江　

口　

勝　

幸

　
　
　
　
　

平　

松　

俊　

一

　
　
　
　
　

池　

田　

誠　

悦

南
渡
島
消
防

事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

神　

﨑　

和　

枝

　
　
　
　
　

田　

村　

敏　

郎

　
　
　
　
　

稲　

垣　

明　

美

　
　
　
　
　

函
館
湾
流
域
下
水
道

事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

佐
々
木　

陵　

二

　
　
　
　
　

中　

川　

友　

規

函
館
圏
公
立
大
学

広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　

澤　

出　

明　

宏

　
　
　
　

川　

上　

弘　

一

渡
島
廃
棄
物
処
理

広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

上　

野　

武　

彦

　
　
　
　
　

川　

村　

主　

税

会
派
の
結
成
状
況

▽
令
和
会

　
　
　

◎　

田　

村　

敏　

郎

　
　
　
　
　

青　

山　

金　

助

　
　
　
　
　

川　

村　

主　

税

　
　
　
　
　

平　

松　

俊　

一

　
　
　
　
　

池　

田　

誠　

悦

　
　
　
　
　

澤　

出　

明　

宏

　
　
　
　
　

佐
々
木　

陵　

二

▽
動
進
会
・
公
明

　
　
　

◎　

中　

川　

友　

規

　
　
　
　
　

稲　

垣　

明　

美

　
　
　
　
　

江　

口　

勝　

幸

　
　
　
　
　

神　

﨑　

和　

枝

　
　
　
　
　

木　

下　
　
　

敏

▽
無
会
派

　
　
　
　
　

川　

上　

弘　

一

　
　
　
　
　

上　

野　

武　

彦

※
１　

◎
は
会
派
代
表
者

※
２　

 

会
派
の
順
番
は
届
け
出

順
に
よ
る
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議会だよりへのご意見

　「議会だより」へのご意見、ご要望のある方は、
下記までご意見をお寄せください。

◆送付先　七飯町本町６丁目１−１

　　　　　七飯町議会あて

◆ＦＡＸ　０１３８−６５−２６１０

◆メール　gikai＠town.nanae.hokkaido.jp

問

質 般

一
　

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
本
人
が
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答
弁
に
つ
い
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
に
疑

問
点
を
質
し
、所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
個
人
ご
と
の

質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質問項目は
こちら

質
問
議
員
６
人
　
質
問
項
目
21
問

子
育
て
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

 

平
松
　
俊
一
　
議
員

Q
学
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
で
き
な
い
高
学
年
児

童
に
対
し
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
設
す

る
な
ど
、
別
の
手
立
て
が
で
き
な
い
か
。

A
学
校
を
使
用
す
る
場
合
、
活
動
場
所
の
管

理
や
、
教
員
の
勤
務
時
間
の
関
係
上
か
ら
も

現
実
的
に
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
子
供
施
設
の
利
用
時
間
に
合
わ
せ
た
調
整

と
送
迎
・
預
か
り
を
す
る
施
設
（
子
供
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
作
れ
な
い
か

A
早
朝
や
遅
く
ま
で
預
か
り
可
能
な
施
設
は

あ
る
が
、
ニ
ー
ズ
も
含
め
て
実
施
施
設
の
調

査
・
研
究
を
行
う
こ
と
は
有
益
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
「
農
地
保
全
と
再
生
、
図
書

館
な
ど
の
統
合
構
想
、
公
共
交

通
の
実
証
実
験
、
除
排
雪
体
制

に
つ
い
て
」

動画で確認

東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　（
ト
ル
ナ
ー
レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

 

田
村
　
敏
郎
　
議
員

Q
東
大
沼
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ト
ル
ナ
ー

レ
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
民
間
委
託
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A 

現
在
、
町
直
営
で
会
計
年
度
任
用
職
員

三
名
が
管
理
を
担
っ
て
い
る
が
、
高
齢
化
な

ど
で
管
理
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
民
間
業
者

に
委
託
す
る
も
の
だ
が
、
芝
に
つ
い
て
は

し
っ
か
り
と
委
託
業
者
を
指
導
し
、
高
い
水

準
で
管
理
し
、
維
持
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基

金
（
仮
称
）
に
つ
い
て
」
ほ
か

動画で確認

令
和
５
年
度
教
育
行
政
方
針
に
あ
る

学
用
品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

池
田
　
誠
悦
　
議
員

Q
新
年
度
に
新
規
に
予
定
さ
れ
て
い
る
学
用

品
の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
、
子
育

て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
に
小
学
校
の
新
入

学
時
に
お
け
る
負
担
軽
減
と
あ
る
が
、
令
和

５
年
度
限
り
の
単
年
度
措
置
か
ど
う
か
。

A
今
回
の
措
置
は
、
対
象
児
童
が
新
小
学
一

年
生
で
、
義
務
教
育
と
し
て
子
供
が
初
め
て

学
校
に
通
う
こ
と
に
伴
う
様
々
な
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
「
選
挙
公
約
の
実
現
に
つ
い

て
」、「
七
飯
町
健
康
セ
ン
タ
ー

ア
ッ
プ
ル
温
泉
に
つ
い
て
」

動画で確認

「
峠
下
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

若
山
　
雅
行
　
議
員

Q
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業（
道
路
）

で
「
峠
下
４
号
線
」
を
選
定
し
た
理
由
は
。

A
以
前
か
ら
の
町
内
会
の
要
望
、
途
中
か
ら

歩
道
が
な
く
、
大
型
車
両
の
通
行
も
あ
り
、

通
学
路
の
安
全
点
検
で
危
険
と
判
断
し
た
。

Q
「
令
和
５
年
度
七
飯
町
施
政
方
針
」
に
あ

る
「
移
住
体
験
」
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

A
お
試
し
移
住
体
験
の
利
用
実
績
は
、４
世

帯
９
名
の
利
用
。う
ち
３
世
帯
が
道
外
の
方
。

そ
の
他
の
質
問
「﹃
町
民
の
声
を
聴
く
﹄
政

策
に
つい
て
」、「
防
災
行
政
無
線
の
運
用
等
に
つ

い
て
」、「
大
沼
の
環
境
や
生
物
等
に
関
す
る
研

究
論
文
等
を
収
集
す
る
こ
と
に

つ
い
て
」、「
令
和
５
年
度
七
飯
町

教
育
行
政
方
針
に
つい
て
」

動画で確認

福
祉
灯
油
に
つ
い
て

上
野
　
武
彦
　
議
員

Q
渡
島
檜
山
の
す
べ
て
の
市
町
で
福
祉
灯
油

を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
18
市
町
の
内
、

最
低
の
５
千
円
と
い
う
助
成
を
実
施
し
て
い

る
の
は
、
函
館
、
七
飯
、
八
雲
の
３
市
町
だ

け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
市
町
す
べ
て
が
、
そ

れ
以
上
の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
１
万
円

以
上
が
10
市
町
、
２
万
円
が
木
古
内
、
今

金
。
３
万
円
が
福
島
と
な
っ
て
い
る
。
福
祉

灯
油
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
助
成
に
関
し
て
は
、
国
の

方
も
今
年
の
９
月
ま
で
、
電
気
料
金
を
含
め

た
対
応
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
で
、
そ

の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

空
家
対
策
他

1
問
。

動画で確認

小
中
学
校
の
部
活
、

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

川
村
　
主
税
　
議
員

Q
子
供
た
ち
の
た
め
の
財
源
確
保
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
。

A
活
躍
す
る
子
供
た
ち
を
応
援
す
る
意
味
で

は
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
系
で
も
現
在
の
活
動

に
対
し
て
し
っ
か
り
支
え
て
行
き
た
い
。

　

学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
一
般
の
ク
ラ
ブ
活

動
も
多
種
多
様
に
出
て
き
て
お
り
、
全
道
、

全
国
大
会
に
勝
ち
進
む
こ
と
に
関
し
て
子
供

た
ち
の
飛
躍
す
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
後
押
し
は
し
て
い
く
。
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
、
財
源
も
考
え
、
み
な
さ
ん
と

相
談
し
な
が
ら
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
「
学
校
の
部
活

動
指
導
員
に
つ
い
て
」

動画で確認
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各委員会の活動報告
議会活性化特別委員会最終報告

〔最終報告書一部抜粋〕
当特別委員会が設置されてから２４回の委員会を開催し、協議事項の大きなテーマであった議員定数と議員報酬につ

いては、令和４年第１回定例会において条例改正が終了し、議員定数については現在の１８人より４人削減し１４人
に、議員報酬については一律５万円増額した。また、開かれた議会を目指し、令和元年度より議会報告会を開催し、令
和３年度より本会議のインターネット中継を開始した。

今後も町民に親しまれ、信頼される議会となるため、情報公開を通しての「開かれた議会」となり、町民の負託に全
力で応えることを改めて決意し最終報告とする。

新交通体系と観光に関する調査特別委員会報告
〔報告書一部抜粋〕

今後は峠下地区が道南地区の交通の要衝になると考えられることから、北海道縦貫自動車道七飯インターチェンジ
（仮称）から七飯藤城インターチェンジ間の早期着手について、国土交通省北海道開発局及び函館開発建設部へ、「道の
駅なないろ・ななえ」周辺の振興を盛り込んだ要望活動を行った。

町においては、今後も地域振興を促す長期的な戦略を取り入れることを望み、当特別委員会の活動報告とする。

防災・災害対策等に関する調査特別委員会報告
〔報告書一部抜粋〕

当特別委員会では、駒ケ岳噴火に備えた管理体制や砂防事業を中心とした河川事業について、計画や進捗状況、今後
の予定等の聴取や現地調査を行った。

近年では国内各地において、火山噴火及び台風や線状降水帯と呼ばれる局地的な豪雨などによる甚大な被害が発生し
ていることを踏まえると、災害に強いまちづくりに向け、より一層の取組を望むものである。町においては、今後も引
き続き駒ケ岳噴火に備えた管理体制や避難道路の整備促進、河川の整備促進等について北海道等の関係機関に対し要望
していくことを望み、当特別委員会の活動報告とする。

広報広聴特別委員会報告
〔報告書一部抜粋〕

インターネット配信での議会中継の実施に向け、規定の整備や運用方法について議論を重ね、令和３年第２回定例会
からインターネット配信を開始した。また、議会ホームページでの情報公開の充実を踏まえ、議会だよりを４ページ構
成とする見直しを行い、議会だよりの記事に一般質問や委員会報告等、インターネット配信へリンクするＱＲコードを
付けることにより、議会中継の視聴に繋げた。

当特別委員会は改選後も新たに特別委員会として設置し、インターネット配信における録画配信の修正箇所等の確認
や、議会だよりの編集を行うことが決定している。

総務財政常任委員会：
令和４年議案第５９号七飯町個人情報保護法施行条例及び
令和４年議案第６０号七飯町個人情報保護審査会条例を審査

〔審査の内容〕
当条例は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の改正に伴い条例の制定をしようとするもので

ある。現行条例である「七飯町個人情報保護条例」、「七飯町特定個人情報保護条例」の基本理念を後退させることがな
いよう必要な事項を定めているものであり、採決の結果、いずれも出席委員の全員一致で原案のとおり可決すべきもの
と決定した。

経済産業常任委員会：
令和４年議案第６１号七飯町草地畜産基盤整備事業分担金徴収
に関する条例を審査

〔審査の内容〕
当条例は、事業実施主体である公益財団法人北海道農業公社が草地畜産基盤整備事業を令和５～８年度に実施を予定

しており、当該事業の実施にあたり、町が受益者分担金の事業費を徴収する事務等を担うため、地方自治法（昭和２２
年法律第６７号）第２２４条の規定に基づき分担金の徴収に関する事項を定める必要があることから本条例を制定しよ
うとするものであり、採決の結果、出席委員の全員一致で原案どおり可決すべきものと決定した。

予算審査特別委員会報告：

令和５年度一般会計、各特別会計、企業会計当初予算を審査
〔審査の内容〕
　審査に付託された一般会計予算、七飯町国民健康保険特別会計予算、後期高齢者医療特別会計予算、介護保険特別会
計予算、水道事業会計予算、下水道事業会計予算について担当課長、センター長及び事務局長の出席を求め、審査を
行った。
　慎重に審査した結果、一般会計は出席議員の賛成多数で、各特別会計及び企業会計はいずれも出席議員の全員一致で
原案のとおり可決すべきものと決定した。
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